
を
商
う
米
穀
商
店
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
多
数
の
町
民
は
い
た
る
と
こ
ろ
生
活
難

を
叫
」
び
、
そ
の
た
め
に
、
町
役
場
で
は
町
農
会
協
議
会
を
開
き
、
さ
し
あ
た
り

外
米
廻
付
を
県
に
出
願
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七

年
八
月
十
五
日
付
）。

ま
た
、
小
田
原
町
お
よ
び
付
近
の
村
々
で
も
、「
細
民
生
活
難
の
叫
び
」
は
「
漸

次
拡
大
せ
ん
模
様
」
と
報
じ
ら
れ
、「
小
田
原
町
民
中
、
生
活
難
を
叫
ぶ
も
の
数

日
来
、
日
毎
に
増
加
し
、
古
新
宿
・
山
王
原
・
千
度
小
路
の
一
部
に
散
在
せ
る
漁

民
は
殊
に
は
な
は
だ
し
」
く
、
足
柄
下
郡
で
は
、
十
余
名
の
郡
書
記
お
よ
び
農
会

技
芸
員
を
各
町
村
に
派
遣
し
、
町
村
の
状
況
を
視
察
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
酒
匂
村

山
王
原
、
国
府
津
、
前
羽
お
よ
び
真
鶴
村
等
の
漁
村
で
、
漁
民
の
多
い
村
落
は
、

意
外
の
困
窮
を
呈
し
、
沿
岸
に
非
ず
と
雖
も
、
大
窪
村
板
橋
な
ど
の
農
民
の
少

な
い
各
村
落
も
窮
状
に
お
ち
い
っ
て
お
り
、
郡
長
は
十
三
日
夜
に
町
長
・
組
合

長
を
も
加
え
て
徹
夜
で
そ
の
善
後
策
を
協
議
し
、
県
外
米
の
斡
旋
に
よ
る
廉
売
を

以
て
救
済
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
生
活
の
不
安
を

叫
び
つ
つ
あ
る
」
こ
れ
ら
町
村
の
状
態
が
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
悲
惨
な
状
況

で
あ
る
の
で
多
く
の
町
村
民
に
「
危
惧
の
念
」
を
い
だ
か
さ
な
い
よ
う
に
、
厳

重
に
警
戒
す
る
と
い
う
措
置
に
で
た
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七
年
八
月
十
五
日

大正時代の小田原町役場（正面） 小暮次郎氏スケッチ画
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付
）。さ

ら
に
、
中
郡
の
秦
野
町
を
み
て
も
、
日
雇
稼
ぎ
お

よ
び
草
履
等
を
造
っ
て
日
々
の
家
計
を
支
え
て
い
る
二

百
数
十
人
は
、
こ
の
年
の
春
以
来
内
地
米
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
、
外
米
で
も
一
升
三
十

二
、
三
銭
に
な
り
、
外
米
も
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
住
民
は
同
町
役
場
へ
窮
状
を
陳
情
し
て
い
っ
た

（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七
年
八
月
十
六
日
付
）。

米
価
の
動
き

一
方
、県
下
の
各
工
場
に
お
い
て
も
、

米
価
を
は
じ
め
未
曽
有
の
物
価
騰
貴

の
た
め
、生
活
難
の
声
は
深
刻
で
、同
盟
罷
業
を
も
っ
て
賃
上
げ
を
要
求
す
る
も
の
が
続
出
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
一
八（
大
正
七
）年
の
夏
、

県
下
各
地
の
人
び
と
の
生
活
は
窮
迫
を
き
わ
め
、
そ
の
た
め
に
不
穏
な
空
気
が
流
れ
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
ま

ね
い
た
事
情
を
横
浜
市
に
例
を
と
っ
て
み
る
と
、
第
二
表
と
第
三
表
が
示
す
よ
う
に
、
米
を
先
頭
に
こ
の
三
、
四
年
来
、
生
活
必
需
品
の
価
格
は
、そ

の
上
限
は
二
倍
に
も
達
し
て
お
り
、
い
ち
じ
る
し
い
物
価
騰
貴
が
社
会
不
安
を
も
た
ら
し
た
元
凶
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
、

米
価
は
、
第
四
表
小
田
原
の
物
価
変
動
の
表
が
も
の
が
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、
前
年
の
暮
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
白
米
一
升
に
つ
き
十
銭
も
値
上
が

り
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
諸
物
価
は
こ
と
ご
と
く
は
ね
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
の
高
騰
の
傾
向
は
、
横
浜
商
業
会
議
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
卸
売
に

お
い
て
昨
年
よ
り
百
分
の
二
十
九
、
小
売
は
お
そ
ら
く
百
分
の
四
十
以
上
の
騰
貴
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
労
働
賃
金
は
、
昨
年

第2表　横浜市における穀価の変動

1）『横浜貿易新報』（大正7年5月29日付）から作成
2）それぞれの価格は1石当たりの単位である
3）外国米は4月の平均価格が不明であるので，それぞ
れ3月の平均による
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に
く
ら
べ
て
百
分
の
十
四
の
値
上
が
り
に
す
ぎ
な
い（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
七
年
八
月
二
十
八
日
付
）。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一般
民
衆
の
生
活
は
ひ

っ
迫
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

し
か
も
、
物
価
の
高
騰
が
進
行
す
る
な
か
で
、
生
活
苦
を
訴
え
て
い
た
の
は
下
層
の
民
衆
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
官
公
吏
の
場
合
も
同
様
で
あ

る
。
官
公
吏
に
つ
い
て
は
、
五
月
こ
ろ
か
ら
国
費
支
弁
官
吏
・県
吏
員
職
員
・教
員
・町
村
吏
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
増
俸
・臨
時
手
当
支
給
等
の
措

置
が
こ
う
ぜ
ら
れ
て
は
い
た
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば「
横
浜
市
吏
員
か
つ
て
給
与
し
た
る
手
当
の
外
、
新
た
に
一割
五
分
な
い
し
二
割

計
約
三
割
前
後
、
横
須
賀
市
吏
員
は
二
割
な
い
し
二
割
五
分
、
町
村
吏
員
は
大
正
四
年
に
比
し
平
均
二
割
四
分
に
し
て
、
小
学
校
教
員
は
最
も
増
加

の
割
合
良
好
あ
る
が
ご
と
く
」
と
、
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

第3表　横浜市における食料価の変動

1）『横浜貿易新報』（大正7年5月29日付）から作成
2）それぞれの品目の格柄はすべて中等品である

第4表　小田原町の物価変動

『東京日日新聞』（大正7年9月11日付）から作成
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し
か
し
、
一
般
に
は
、
町
村
吏
員
の
場
合
、
増
加
の
割
合
も
少
な

く
、「
あ
る
町
村
に
お
い
て
は
、
大
正
四
年
度
に
比
し
、
七
年
度
に

お
い
て
か
え
っ
て
そ
の
俸
給
を
減
ぜ
し
も
の
あ
り
」
と
い
う
あ
り
さ

ま
で
あ
っ
た
（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
七
年
七
月
十
四
日
付
）。

町
村
俸
給
を
減
額
し
た
町
村
は
十
六
、
助
役
俸
給
減
額
は
十
八
、

収
入
役
は
八
、
書
記
が
十
五
と
な
り
、
町
村
長
の
俸
給
を
増
額
し
た

町
村
は
県
下
百
七
十
三
の
町
村
中
八
十
三
、
助
役
十
三
、
書
記
百
五

十
か
町
村
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
も
、
町
村
長

の
報
酬
給
料
の
現
在
平
均
額
は
百
八
十
五
円
で
一
九
一
五
年
度
よ
り

三
十
三
円
増
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
一
六
年
末
現
在
の
全
国
平

均
二
百
六
十
七
円
と
く
ら
べ
て
み
て
も
相
当
な
開
き
が
あ
る
。
ど
う
も
、
こ
れ
は
、
神
奈
川
県
下
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
米
価
の
値
上
が
り
の
な
か
で
、
生
活
の
危
機
を
打
開
す
る
う
え
で
一
つ
の
重
要
な
こ
と
は
、
米
が
ど
の
程
度
存
在
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
県
は
、
七
月
十
九
日
に
、
県
令
第
五
五
号
で
行
っ
た
在
米
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

届
出
実
数
は
意
外
に
少
な
く
、
横
浜
市
内
の
米
穀
問
屋
は
四
十
あ
る
が
、
な
か
に
は
十
石
未
満
の
も
の
が
あ
り
、
一商
店
で
も
っ
と
も
多
数
の
量
を

所
持
し
て
い
る
の
は
、
約
千
八
百
石
内
外
で
、
問
屋
側
の
持
米
は
約
九
千
五
、
六
百
内
外
、
小
売
商
の
持
米
約
八
千
石
前
後
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
郵
船
会
社
等
の
ご
と
く
食
料
を
要
す
る
大
会
社
で
は
白
米
を
所
持
し
て
い
る
が
、
五
十
石
な
い
し
百
石
の
程
度
に
て
、
個
人
と
し
て
の

届
出
は
意
外
に
少
な
く
、
横
浜
市
に
お
け
る
在
米
の
届
出
総
数
は
二
万
二
、
三
千
石
で
あ
る
と
計
算
し
て
い
た
（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
七
年
八
月
四

第5表　神奈川県における賃金の推移

1）『東京日日新聞』（大正7年8月28日付）から作成
2）この表には，大工・左官・石工・木挽等々の職人的
労働者，造船所・鉄工所等の工場労働者の賃金は含
まれていない
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日
付
）。
し
か
し
、
渡
辺
内
務
部
長
は
、「
本
県
に
は
十
万
石
以
上
在
米
調
べ
の
結
果
、
六
万
余
石
あ
る
を
た
し
か
め
、
市
内
に
も
相
当
の
数
量
が

あ
る
上
、
鉄
道
輸
送
で
移
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
、
決
し
て
在
米
不
足
を
悲
観
す
べ
き
理
由
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七

年
八
月
十
三
日
付
）。

当
時
の
県
下
に
お
け
る
七
月
一
日
現
在
の
見
込
在
米
高
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

横
浜
市
　

五
八
、
八
八
六
石

横
須
賀
市
　

七
、
七
三
〇
石

久
良
岐
郡
　

七
、
七
三
〇
石

橘
樹
郡
　

一
九
、
一
〇
〇
石

都
筑
郡
　

一
一、
一
七
六
石

三
浦
郡
　

一
〇
、
三
二
四
石

津
久
井
郡
　

四
五
九
石

鎌
倉
郡
　

九
、
三
七
九
石

高
座
郡
　

一
一
、
三
五
七
石

中
郡
　

二
七
、
一
〇
八
石

足
柄
上
郡
　

一
五
、
三
六
八
石

足
柄
下
郡
　

一
九
、
四
八
〇
石

愛
甲
郡
　

五
、
九
八
二
石

総
計
　

一
九
七
、
九
〇
一
石

内
訳
　
内
地
米
生
産
者
手
持
　
一
〇
一
、
三
八
三
石

商
人
手
持
　

三
八
、
一
四
九
石

朝
鮮
米
　

二
六
六
石

台
湾
米
　

一
〇
五
石

外
国
米
　

五
七
、
九
九
八
石

10月になっても米価は高く廉売がつづけられた
『横浜貿易新報』大正7年10月4日付
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こ
の
在
米
量
は
、
推
定
す
る
と
、
県
民
一人
当
た
り
が
一日
平
均
三
合
消
費
す
る
と
し
て
、
だ
い
た
い
一か
月
弱
を
支
え
る
分
量
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
月
に
入
り
、
米
価
が
一升
四
十
銭
代
に
突
入
し
、
な
お
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
あ
が
っ
て
い
く
気
配
に
あ
る
と
き
、

「
空
前
の
米
価
騰
貴
を
呪
う
声
は
各
地
に
暴
動
の
喊
声
と
な
り
、
こ
の
暴
動
が
や
が
て
は
横
浜
市
な
ら
び
に
県
下
に
そ
の
端
を
発
せ
ん
も
は
か
り
難

き
状
勢
」
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七
年
八
月
十
三
日
付
）。

米
廉
売

の
状
況

こ
う
し
た
な
か
で
、
大
野
秦
野
町
長
が
県
に
外
米
配
給
を
申
請
し
た
り
、
郡
役
所
を
つ
う
じ
て「
内
地
在
米
ハ
相
当
分
量
ア
ル
コ

ト
」「
外
米
分
配
方
法
」
を
県
で
も
検
討
し
て
い
る
通
牒
を
町
村
宛
に
発
し
た
り
し
た（
中
収
一二
二
六
一号
）。
そ
し
て
、
県
当
局
は
調

節
策
を
ね
っ
て
、
外
米
配
布
の
承
認
方
を
農
商
務
次
官
に
乞
い
、
許
可
が
え
ら
れ
た
の
で
、
八
月
十
三
日
よ
り
、
横
浜
全
市
に
供
給
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
県
当
局
は「
特
に
生
活
の
圧
迫
は
な
は
だ
し
き
細
民
に
対
し
、
小
売
商
の
売
値
よ
り
廉
価
に
て
供
給
を
な
す
た
め
、
市
内
主
要
な
る
三

か
所
に
廉
売
所
を
設
く
る
計
画
」
が
あ
る
と
伝
え
た（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七
年
八
月
十
三
日
付
）。

こ
の
よ
う
な
県
の
外
米
売
出
し
決
定
と
相
前
後
し
て
、
市
内
の
米
商
の
中
か
ら
も
内
地
米
廉
売
を
申
し
出
る
も
の
が
で
て
き
た
。「
市
内
戸
部
町

三
ノ
七
十
七
米
穀
薪
炭
商
諸
井
角
太
郎
氏
は
十
二
日
正
午
頃
市
役
所
に
内
地
米
廉
売
を
申
し
出
た
。
そ
れ
は
同
業
者
伊
勢
崎
町
宮
本
嘉
吉
・戸
部
六

十
七
高
村
清
蔵
の
両
氏
と
共
同
し
て
、
各
自
の
精
米
百
俵（
四
十
石
）
を
戸
部
小
学
校
雨
天
体
操
場
で
、
十
五
日
よ
り
三
日
間
午
後
一時
よ
り
六
時

ま
で
売
り
出
す
と
い
う
。
米
は
茨
城
・美
濃
の
混
合
三
等
米
を
一升
四
十
五
銭
一人
一回
三
升
限
り
と
し
て
、
な
る
べ
く
多
数
の
人
に
い
き
わ
た
ら

せ
た
い
と
希
望
し
た
相
な
。
な
お
味
噌
も
時
価
一円
に
一貫
八
百
目
の
物
を
二
貫
目
の
割
合
、
百
目（
五
銭
）
以
上
売
る
相
だ
。
こ
れ
は
米
の
よ
う

に
制
限
は
な
い
。
し
か
し
て
米
・味
噌
売
出
し
中
に
時
価
が
下
れ
ば
、
し
た
が
っ
て
値
段
を
下
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
」
と
い
う（『
横
浜
貿
易

新
報
』
大
正
七
年
八
月
十
三
日
付
）。

さ
ら
に
十
五
日
か
ら
は
、「
県
の
廉
売
を
応
援
す
る
た
め
、
青
年
会
員
を
以
て
市
内
巡
回
廉
売
を
な
さ
ん
こ
と
を
県
に
申
し
出
て
」、当
局
に
お
い
て
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も
こ
れ
を
歓
迎
し
、
同
日
の
廉
売
は
午
前
中
か
ら
開
始
さ
れ
て
、
午
後
五
時
ま
で
に
二
百
石
を
こ
え
、
初
日
以
上
の
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。

足
柄
下
郡
小
田
原
町
お
よ
び
同
町
周
辺
の
漁
民
・非
農
業
部
落
民
の
窮
乏
甚
だ
し
く
、
不
穏
の
状
も
深
刻
化
し
て
き
た
の
で
、
郡
書
記
の
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
、
郡
長
は
十
三
日
、
岩
田
小
田
原
町
長
・
今
井
真
鶴
組
合
長
を
交
え
て
協
議
し
た
結
果
、
と
り
あ
え
ず
県
に
外
米
廻
付
の
斡
旋
を
求

め
る
こ
と
と
し
、「
町
は
十
四
日
午
前
十
一時
よ
り
町
役
場
に
町
会
議
員
を
召
集
し
、緊
急
町
会
を
開
き
、
外
米
を
原
価
に
て
廉
売
す
る
こ
と
に
し
た
」

（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七
年
八
月
十
五
日
付
）。
ま
た
、
小
田
原
米
商
組
合
は
八
月
十
六
日
か
ら
十
日
間
、
一
升
三
十
五
銭
で
毎
日
三
十
石
を
町
内
五

か
所
で
廉
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
七
年
八
月
十
六
日
付
）。

す
で
に
、
米
騒
動
の
火
の
手
が
、
八
月
九
日
に
は
じ
ま
る
名
古
屋
の
暴
動
を
起
点
と
し
て
、
西
の
京
都
・
大
阪
・
神
戸
か
ら
西
へ
の
び
、
さ
ら
に

愛
知
・静
岡
の
東
海
道
の
地
方
都
市
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
伝
播
し（
吉
河
光
貞『
所
謂
米
騒
動
事
件
の
研
究
』）、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
、
神
奈
川
県
下

で
は
、「
官
民
」
の
協
力
に
よ
り
、
は
や
く
も
外
米
の
販
売
と
内
地
米
の
廉
売
に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
化
の
一例
を
示
す
も
の
と
し

て
、
中
郡
大
磯
町
の
米
廉
売
施
米
の
実
施
状
況
を
伝
え
る
公
文
書
が
あ
る（
資
料
編11

近
代
・現
代
⑴
二三〇）。

こ
の
な
か
の
一
つ
を
み
る
と
、
八
月
十
六
日
に
、
大
磯
町
で
は
、
白
根
鼎
三
町
長
の
名
儀
で
、
外
米
五
十
袋
を
廉
売
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
壱

石
ノ
原
価
拾
九
円
弐
拾
五
銭
ノ
処
御
下
賜
金
并
県
内
有
志
ノ
寄
付
金
ヲ
以
テ
壱
石
ニ
付
金
四
円
弐
拾
五
銭
補
給
セ
ラ
レ
候
ニ
付
壱
石
拾
五
円
ニ
テ
販

売
ス
」
と
い
う
よ
う
に
、
天
皇
か
ら
の
下
賜
金
・寄
付
金
を
あ
て
て
、
原
価
を
割
る
廉
売
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
廉
売
の
場
所
は
山
王
町（
山
王
神
社

内
）、
南
下
町
（
か
づ
さ
屋
前
）、
台
町
（
妙
昌
寺
内
）
の
三
か
所
で
、
数
量
は
一戸
三
升
を
限
度
と
す
る
こ
と
、
生
活
困
難
の
者
に
限
り
売
渡
す
こ
と
、

代
金
は
区
長
が
取
り
ま
と
め
役
場
へ
納
付
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
八
月
二
十
日
を
す
ぎ
る
と
廉
売
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
さ
い
、
中
郡
長
の
八
月
二
十
二
日
付
の
通
牒
、
す
な
わ
ち
、「
御
下
賜
金
ニ
関
ス
ル
件
追
記
第
二
項
ノ
イ
号
ニ
於
テ
主
ト
シ
テ
米
ノ
廉
売

ヲ
ナ
ス
様
申
シ
置
キ
候
ヘ
共
地
方
ノ
状
況
ニ
依
リ
テ
ハ
麦
、
粟
、
稗
、
芋
等
ヲ
代
用
ス
ル
モ
差
支
無
之
同
項
ハ
号
ニ
於
ケ
ル
実
際
困
窮
セ
ル
者
ト
ア
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ル
内
ニ
ハ
俸
給
生
活
者
ニ
シ
テ
生
計
困
難
ト
認
メ
ラ
ル
ヽ
者
ヲ
加
フ
ル
モ
亦
差
支
無
之
候
条
」（
中
収
第
一二
三
六
六
号
ノ
三
）
に
基
づ
い
て
、
八
月
二

十
七
日
か
ら
、
外
米
一升
十
五
銭
、
台
湾
米
一升
二
十
七
銭
と
し
て
、「
一　
一人
一
日
ノ
購
入
数
量
ハ
七
歳
以
上
ヲ
五
合
、
七
歳
以
下
ハ
弐
合
五

勺
ト
ス
、
一　
当
町
ニ
現
住
ス
ル
下
給
官
公
吏
雇
員
及
会
社
員
共
同
購
入
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
よ
う
に
指
定
し
て
い
っ
た
。

米
騒
動

と

県
民
の
動
静

こ
の
よ
う
に
県
下
に
お
け
る
米
価
高
騰
、
米
騒
動
対
策
は
、
県
や
市
町
村
が
、
県
民
の
生
活
窮
状
に
対
処
し
て
先
手
を
打
つ
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
暴
動
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ま
た
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
。
と
い
う

の
は
、
県
知
事
有
吉
忠
一
の「
回
想
」
に
も
み
え
る
よ
う
に
、
不
穏
な
情
勢
に
対
処
し
て
予
め
警
戒
を
厳
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
当
時
不

穏
の
徒
が
暗
躍
し
て
、
夜
中
密
か
に
不
穏
の
ポ
ス
タ
ー
を
市
中
諸
所
に
張
っ
て
居
た
の
を
、
非
常
に
早
く
発
見
し
た
の
で
応
急
手
配
し
て
厳
重
の
警

戒
を
加
へ
た
ゝ
め
、
あ
の
伝
染
力
猛
烈
で
あ
っ
た
米
騒
動
も
、
横
浜
だ
け
は
幸
ひ
事
な
き
を
得
た
の
で
あ
る
」
と
。
し
か
も
、「
不
穏
の
ポ
ス
タ
ー
」

を
は
や
く
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
小
田
原
町
の
閑
院
宮
の
別
邸
に
泥
棒
が
は
い
り
、
そ
の
た
め
に
、
県
下
い
っ
せ
い
に
特
別
警
戒
に
は
い

っ
た
と
き
、
そ
れ
ら
を
発
見
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
県
下
で
不
穏
な
動
き
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
横
浜
市
で
は
八
月
十
五
日
に
「
午
後
五
時
ご
ろ
横
浜
公
園
に
来
集
者
あ

り
」、
警
察
官
解
散
を
命
じ
た
が
、
午
後
十
時
ご
ろ
再
び
公
園
に
七
百
名
ほ
ど
集
合
し
た
こ
と
、
十
六
日
夜
十
時
ご
ろ
に
、
前
日
同
様
「
横
浜
公
園

に
群
衆
集
合
」
し
、「
伊
勢
佐
木
町
よ
り
長
島
橋
遊
廓
裏
門
に
到
り
し
も
、
厳
重
な
る
警
官
の
一
隊
に
喰
い
止
め
ら
れ
」
た
が
そ
の
後
、「
勢
漸
次
猛

烈
と
な
り
、
閧
の
声
を
あ
げ
て
電
車
に
投
石
し
、
ま
た
ま
た
裏
門
を
突
破
」
し
よ
う
と
し
て
果
せ
ず
、
遂
に
二
組
に
分
れ
、「
一
隊
は
伊
勢
佐
木
町

通
り
の
民
家
に
投
石
、
破
壊
を
企
て
、
関
内
太
田
町
巡
査
派
出
所
の
硝
子
戸
を
破
り
、
相
模
屋
・
鶴
屋
呉
服
店
の
表
戸
を
破
り
、
東
の
端
に
至

り
、
他
の
一
隊
は
賑
町
・
足
曳
町
を
経
て
梅
枝
町
に
到
り
、
同
町
の
交
番
を
破
壊
し
た
り
。
翌
十
七
日
午
前
三
時
頃
鎮
静
に
帰
し
た
」
（『
東
京
日
日

新
聞
』
大
正
七
年
八
月
十
八
日
付
）
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
十
七
日
に
は
、「
夜
九
時
頃
よ
り
横
浜
公
園
に
数
千
の
群
衆
」
が
集
ま
り
、
検
挙
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退
散
の中
で、
そ
の民
衆
は「
吉
田橋
方
面
に雪
崩
れ行
き、
新
た
に群
衆
を増
し、
吉
田橋
より
伊
勢
佐
木
町
大
通
り
を経
て足
曳
通
り
より
長

島
橋
に至
る間、
数
多
の群
衆
あ
り
。
時
喊々
声
を
あげ
て電
車
に投
石す
る
騒ぎ
に電
車
は午
後
十時
限
り
危
険
区
域
な
る馬
車
道
・日本
橋
間

の運
転
を
中
止
し
た
り
。
な
お群
衆
は
真
金
町
遊
廓
に至
り
、
喧
騒
を
極
め」
た
と
いう（『
東京
日日新聞』大正七年
八月十
八日付）。

こ
う
し
て
横
浜
市
の
騒
動
は
、
十
七
日
夕
方
か
ら
の
騒
擾
を
も
っ
て
一応
終
わ
り
を
つげ
た
。

ま
た、
県
下
のも
う
一つ
の都
市
横
須
賀
に
お
い
て
も
、
八
月
十
五
・十
六
日
に「
相
木
田
遊
廓
付
近
・不
入
斗
付
近
等
に
不
穏
の文
字
を
書
き

た
る
紙
を
貼
付
さ
れ
あ
り
。
両
夜
共
五
、
六
百
の

市
民
は
諏
訪
公
園
内
埋
立
公
園
に
集
」
ま
っ
た
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
ま
た
、「
田
戸
・
諏
訪
公
園
内

に
集
ま
り
し
群
衆
も
、
た
だ
集
合
」
し
た
と
い
う

程
度
で
、
暴
動
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
（『
東
京
日

日
新
聞
』
大
正
七
年
八
月
十
八
日
付
）。

さ
ら
に
橘
樹
郡
保
土
ケ
谷
町
の
字
帷
子
川
岸
に

あ
る
株
式
会
社
保
土
ケ
谷
曹
達
工
場
に
お
い
て
米

騒
動
の
さ
い
、
こ
の
工
場
が
も
た
ら
す
ば
い
煙
と

ガ
ス
放
散
に
苦
情
を
提
言
す
る
動
き
が
あ
り
、
こ

れ
が
暴
動
に
発
展
す
る
が
、
直
接
、
米
騒
動
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

大正7年ころの「貧民救済ノ為餅代配布方ニ関スル件」と
題する通達 小田原市教育研究所蔵
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こ
の
外
騒
動
に
ま
で
は
い
た
ら
な
か
った
が
、
不
穏
の
状
態
を
み
せ
て
い
た
の
は
、
橘
樹
郡
御
幸
村
南
河
原
の
日
本
製
鋼
会
社
、
足
柄
下
郡
小
田

原
町
お
よ
び
そ
の
付
近
で
あ
った
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
騒
動
は
、
ま
った
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
大
き
な
渦
と
な
っ
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
規
模
で
の米
騒
動
の影
響
は
、
県
民
生
活
の
苦
境
の
一端
を
代
弁
し
て
お
り
、
騒
動
後
に
お
い
て
も
、
物
価

騰
貴
の風
潮
は
県
内
各
地
に流
れ
て
いた
。
そ
のた
め
に
も
地
方
の秩
序
を
建
て直
し
、
社
会
不
安
を
除
去
し
て
いく
新
し
い方
向
を
模
索
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
る
。

二
　
地
方
行
政
の
変
化

「
思
想
問
題
」

と
行
政
の
強
化

一九
二
〇（
大
正
九
）
年
十
月
十
八
・十
九
日
の
郡
市
長
会
で
、
県
知
事
井
上
孝
哉
は
、
以
下
の
よ
う
な
訓
示
を
あ
た
え
て
い

た
。
そ
の
趣
旨
は
、
現
在
の
内
外
の
情
勢
は
容
易
で
な
い
と
前
置
き
し
て
、
欧
米
諸
列
強
の
間
で
は「
国
際
上
ノ
軋
轢
、
経
済

上
ノ
競
争
激
甚
」
を
き
わ
め
、
そ
の
な
か
で
、
五
大
国
の
一つ
で
あ
る
日
本
の
直
面
し
た
課
題
は
、
か
つ
て
は
東
ア
ジ
ア
の諸
問
題
に
限
ら
れ
て
い

た
が
、
いま
や
、
世
界
の各
方
面
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、
し
た
が
って
世
界
的
な
問
題
に
か
か
わ
る
と
と
も
に
ま
た
、
そ
の
逆
に
、
世
界
の動
き

の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
、
そ
の
た
め
に
、
我
が
国
の責
任
は
ま
す
ま
す
重
く
な
り
、
多
額
な
国
費
を
必
要
と
し
、
国
民
的
規
模
で
一大
決
意
を
も
っ

て
そ
の
対
策
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た（
資
料
編11

近
代
・現
代
⑴
二四一）。

こ
の考
え
方
は
、
も
ち
ろ
ん
、
し
ば
ら
く
前
の
地
方
長
官
会
議
で
原
敬
首
相
お
よ
び
床
次
竹
二
郎
内
相
か
ら
指
示
を
受
け
た
こ
と
が
ら
を
伝
達
し

た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
あ
き
ら
か
に
第
一次
大
戦
を
へた
後
の
日
本
の
国
際
社
会
に
お
け
る
立
場
と
国
内
の
社
会
変
化

を
強
く
意
識
し
た
う
え
で
の行
政
の進
め
か
た
の基
調
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て、
知
事
は
、
つづ
け
て、
国
民
道
徳
の涵
養
と
思
想
の善
導
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を
主
眼
と
す
る
「
敬
神
」
の
念
を
振
作
す
る
こ
と
、「
立
憲
思
想
ノ
涵
養
ト
自
治
ノ
精
神
」
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
、「
社
会
政
策
ノ
実
行
」
を
推
進

す
る
こ
と
、「
道
路
ノ
完
成
」
を
期
す
る
こ
と
、「
国
民
体
位
ノ
改
善
」
を
期
す
る
こ
と
、「
教
員
ノ
修
養
ト
待
遇
ノ
向
上
」
を
遂
行
す
る
こ
と
、

「
徴
税
ノ
整
善
」「
国
民
思
想
ノ
善
導
」
を
う
な
が
し
て
い
く
こ
と
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
、
地
方
行
政
機
構
の
一
部
編
成
替
え
と
も
い
う
べ
き
「
産
業
部

ノ
設
置
」
と
、
こ
の
年
か
ら
着
手
し
た
「
国
勢
調
査
」
を
と
り
あ
げ
て
い
た
。

こ
の
知
事
の
訓
示
を
み
る
と
き
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
行
政
の
と
り
あ
つ
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
範
囲
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
地

方
の
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
処
理
し
て
い
く
た
め
の
人
物
養
成
、
制
度
改
善
と
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
な
か
で
も
、

「
神
祇
崇
敬
ノ
淳
俗
」
を
振
興
し
て
い
く
た
め
に
、
政
府
が
、
神
社
経
営
と
神
職
の
地
位
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
し
て
、
神
官
な
ら
び
に
官
幣
社
へ

の
供
進
金
、
国
幣
社
の
例
祭
幣
帛
料
お
よ
び
府
県
社
以
下
の
神
社
の
神
饌
幣
帛
料
を
増
額
し
た
こ
と
、
官
幣
社
・
国
幣
社
の
宮
司
を
勅
任
官
待
遇
、

府
県
社
以
下
の
神
社
の
神
官
を
奏
任
官
の
待
遇
に
そ
れ
ぞ
れ
進
む
途
を
切
り
開
き
、
あ
わ
せ
て
給
与
改
善
を
は
か
っ
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
い
。

こ
の
政
府
の
宗
教
政
策
に
関
連
し
て
、
す
で
に
神
奈
川
県
で
は
、
歴
史
の
古
い
由
緒
の
あ
る
神
社
で
維
持
が
困
難
な
も
の
に
た
い
し
て
は
神
社
経
費

を
補
助
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
神
職
会
経
費
を
補
助
し
て
神
職
の
講
習
を
奨
励
し
、
さ
ら
に
、
県
社
以
下
の
社
司
社
掌
の
俸
給
お
よ
び
旅
費
規
程
を

設
け
て
神
職
の
待
遇
改
善
に
努
め
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
の
世
代
を
育
て
、「
民
族
将
来
ノ
隆
替
」
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
小
学
校
教
員
の

待
遇
改
善
に
関
し
て
も
、
神
奈
川
県
で
は
、
他
の
府
県
に
く
ら
べ
て
ひ
け
を
と
ら
な
い
ば
か
り
か
、
先
般
の
俸
給
令
改
正
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
確

保
し
、「
近
時
県
下
教
育
界
ノ
面
目
」
が
よ
う
や
く
改
ま
っ
て
き
た
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

神
職
や
教
員
の
待
遇
の
改
善
を
進
め
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
は
、
国
際
的
規
模
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
潮
が
流
入
し
「
思
想

混
乱
」
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
て
き
て
い
る
な
か
で
国
民
道
徳
・
国
民
思
想
を
た
て
な
お
し
て
い
く
う
え
で
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。「
憲
政
並

自
治
」
に
た
い
す
る
精
神
を
地
域
か
ら
涵
養
し
、
地
方
行
政
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、「
責
任
観
念
ノ
養
成
」
を
う
な
が
す
う
え
で
、そ
の
担
い
手
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と
し
て
、「
地
方
中
心
人
物
」
の
育
成
と
い
う
点
で
も
ま
た
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
、「
立
憲
思
想
ノ
涵
養
ト
自
治
ノ
精
神
」
の

と
こ
ろ
で
知
事
が
、
青
年
団
体
・
戸
主
会
・
自
治
会
等
々
公
私
団
体
の
自
治
活
動
を
活
発
せ
し
め
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
と
一
脈
あ
い
つ
う

ず
る
。

産
業
振
興
と

社
会
政
策

と
こ
ろ
で
、
第
一
次
大
戦
後
、
地
方
行
政
の
施
策
の
場
で
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
く
る
の
が
、
産
業
振
興
と
社
会
政
策
の
面
で
あ

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
、
す
な
わ
ち
一
九
二
〇
（
大
正
九
）年
九
月
、
勅
令
第
三
八
九
号
で
地
方
官
官
制
を
改
正
し
、
東

京
府
外
二
府
四
県
に
産
業
部
を
設
置
し
、
制
度
の
改
正
を
ほ
ど
こ
し
て
い
っ
た
。
産
業
部
を
新
設
し
た
の
は
、
工
業
化
の
進
ん
だ
地
域
を
か
か
え

て
い
る
府
県
で
あ
り
、
京
浜
工
業
地
帯
を
か
か
え
た
神
奈
川
県
も
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
産
業
部
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

県
の
内
務
部
に
属
し
て
い
た
農
工
商
・
森
林
・
水
産
お
よ
び
度
量
衡
に
関
す
る
所
轄
事
項
は
こ
の
部
の
所
管
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
知
事
は

「
産
業
ノ
事
タ
ル
国
運
進
展
上
重
要
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
本
県
ノ
産
業
ハ
国
策
上
特
ニ
一
般
ノ
振
興
開
発
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
説
明
し
、
県

自
身
が
、
産
業
の
改
善
発
達
を
期
す
抱
負
を
語
り
な
が
ら
、
こ
の
機
会
に
郡
市
長
が
率
先
し
て
各
種
産
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
要
請

し
て
い
た
。
ま
た
、
社
会
政
策
の
推
進
に
関
し
て
、
知
事
は
県
と
し
て
は
、
つ
と
に
「
此
ノ
点
ニ
留
意
シ
昨
年
八
月
新
ニ
社
会
課
ヲ
置
キ
社
会
的
施

設
ニ
関
ス
ル
行
政
ノ
衡
」
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
種
々
の
社
会
問
題
に
関
す
る
既
設
の
事
業
の
徹
底
に
つ
と
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
失
業
保
護
、
救
貧
施
設
、
生
活
改
善
、
民
力
涵
養
、
部
落
改
善
、
児
童
保
護
其
ノ
他
農
村
漁
村
工
場
等
」
の
社
会
問
題
の
解
決
に
関
す
る
計
画
を

進
め
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
ま
た
、
県
の
立
場
と
し
て
は
、
郡
市
長
が
、
時
代
の
進
展
に
そ
く
し
、
地
域
の
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
、
社
会
政
策
の
実
行
に
努
力
す
る
よ
う
強
調
し
て
い
た
（
資
料
編

11

近
代
・
現
代
⑴
二四一）。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
地
方
行
政
の
運
用
上
の
重
点
施
策
は
、
こ
つ
ぜ
ん
と
提
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
、
政
府
は
、
地
方
行
政
の

任
に
あ
た
る
者
が
社
会
問
題
の
処
理
を
含
ん
だ
地
方
自
治
の
振
興
の
必
要
性
に
応
じ
て
行
政
事
務
量
の
増
大
と
複
雑
化
に
対
処
す
る
方
針
を
だ
し
て
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い
た
。
た
と
え
ば
、
一九
一八
年
十
一月
一日
の
足
柄
下
郡
町
村
長
会
に
お
け
る
郡
長
の
演
説
を
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
み
る
と
、
町
村
が
政
府
の

発
令
す
る
法
令
ま
た
は
県
郡
を
経
て
お
ろ
さ
れ
て
く
る
政
府
の
方
針
を
受
け
と
め
、
町
村
の事
情
に
お
う
じ
て
、「
県
郡
ト
意
思
相
通
シ首
尾
相
応

シ
各
其
ノ
権
域
」
に
よ
っ
て
町
村
役
場
の事
務
の
整
理
改
善
の
実
績
を
あ
げ
る
よ
う
要
請
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
町
村
長
・助
役
は
、

「
町
村
ノ
公
事
」
を
担
う
以
上
、
相
互
に
気
脈
を
相
通
じ
、
連
繫
を
も
っ
て「
毎
日
必
ス
役
場
ニ出
勤
」
し
事
務
を
指
揮
す
る
こ
と
、
町
村
役
場
吏

員
は
、
執
務
に
必
要
な「
諸
法
令
例
規
等
ニ通
暁
」
す
る
努
力
を
重
ね
る
こ
と
、
ま
た
、「
法
令
例
規
等
の
研
究
」
を
組
織
的
に
も
つ
こ
と
が
要
求

さ
れ
て
い
た
（
資
料
編11

近
代
・現
代
⑴
二四二）。

こ
う
し
た
要
請
が
だ
さ
れ
た
の
は
、
地
方
行
政
機
関
の
事
務
が
渋
滞
し

た
り
、
吏
員
の
怠
惰
な
傾
向
が
能
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う

理
由
だ
け
か
ら
で
は
な
い
。
行
政
の
諸
領
域
で
、
諸
物
価
の
高
騰
と
か
国

民
生
活
の
変
化
あ
る
い
は
階
級
対
立
と
い
っ
た
問
題
に
対
処
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
諸
法
令
が
だ
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、「
町
村
住
民
ト
シ
テ
共
同
ト
公

共
心
ヲ
涵
養
」
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
一

九
一
九
（
大
正
八
）
年
夏
の
各
郡
の
町
村
長
会
で
の
政
府
か
ら
県
を
つ
う

じ
て
お
ろ
さ
れ
て
き
て
い
る
指
示
伝
達
事
項
を
み
る
と
き
、
こ
の
二
、
三

年
来
の
地
方
行
政
の
内
容
の
複
雑
多
様
な
動
き
を
具
体
的
に
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
い
ま
橘
樹
郡
の
町
村
長
令
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
自
治

体
の
発
展
と
そ
の
条
件
づ
く
り
の
た
め
に
、
い
か
に
「
健
実
ナ
ル
民
風
」

第6表　大正7年の県庁機構
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を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
苦
慮
し
て
い
る
か
、
そ
の
一端
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
指
示
は
、
ま
ず
、
民
間
に
お
い
て
は
「
管
内
ノ
篤
志
者

教
育
家
宗
教
家
在
郷
軍
人
分
会
青
年
団
」
等
々
を
協
力
さ
せ
て
活
動
せ
し
め
る
こ
と
、
町
村
お
よ
び
そ
の
吏
員
は
、
政
府
の
施
政
方
針
や
法
令
の
趣

旨
、
町
村
条
例
の
要
項
な
ど
を
住
民
に
周
知
、
徹
底
せ
し
め
る
た
め
に
「
公
告
式
ノ
掲
示
場
」
を
設
け
る
と
い
っ
た
よ
う
な
方
策
を
こ
う
じ
る
こ

と
、
そ
し
て
、「
自
治
体
ノ
基
本
財
産
蓄
積
条
例
」
を
確
実
に
励
行
せ
し
め
、「
善
良
ナ
ル
公
民
」
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
町
村
役
場
は「
各
種

統
計
ノ
資
料
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
在
郷
軍
人
分
会
・青
年
団
の
人
た
ち
を
指
導
し
て
協
力
せ
し
む
る
こ
と
に
ふ
れ
て
、
以
下
の
よ
う
な
指
示
事

項
を
掲
げ
て
い
た
（
資
料
編11

近
代
・
現
代
⑴
二四三）。

そ
の
内
容
を
追
跡
し
て
み
る
と
、
都
市
化
・産
業
化
の
進
展
す
る
事
情
を
背
景
と
す
る
社
会
の
変
化
に
関
連
し
て
制
定
さ
れ
た
諸
法
律
の
具
体
化

と
、
そ
れ
な
り
の
社
会
改
革
を
は
か
ろ
う
と
す
る
行
政
運
用
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
道
路
法
の
制
定
と
そ
の
施
行
に
と
も
な
っ

て
、
政
府
は
、
自
動
車
・自
転
車
な
ど
の
交
通
手
段
の
登
場
を
考
慮
し
て
か
、「
交
通
上
危
険
」
の
現
状
を
改
め
る
た
め
に
町
村
里
道
の
施
設
の
修

繕
と
改
善
を
強
く
指
示
し
て
い
っ
た
。
こ
の
種
の
こ
と
が
ら
に
関
連
し
て
町
村
管
理
の「
道
水
路
新
設
変
更
」
の
整
理
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
、

「
道
路
堤
防
並
木
敷
」
を
は
じ
め
と
す
る「
官
有
土
地
水
面
」
の
継
続
使
用
の
手
続
を
迅
速
に
運
用
す
る
こ
と
、
県
費
補
助
を
う
し
ろ
だ
て
と
す
る

町
村
主
管
の「
道
路
橋
梁
及
治
水
工
事
」
を
促
進
せ
し
め
る
こ
と
な
ど
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
示
事
項
は
、
い
わ
ば
、
住
民
の
生
活
環
境

の
急
速
な
変
化
を
含
め
て
の
環
境
の
た
て
な
お
し
の
施
策
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
環
境
整
備
に
関
連
し
て
、
地
域
か
ら
産
業
を
育
成

す
る
き
め
細
か
い
指
示
も
打
ち
だ
さ
れ
て
い
た
の
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
事
項
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
町
村
農
業
技
術
員
を
長
期

に
勤
続
せ
し
め
定
着
せ
し
め
る
こ
と
、
蚕
業
の
奨
励
に
関
し
て
桑
園
の
改
良
な
ど
を
推
進
し
、
養
蚕
組
合
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
、
産
業
組
合
の

生
産
物
の
共
同
販
売
、
生
計
用
品
の
共
同
購
入
お
よ
び
貯
金
の
奨
励
な
ど
機
能
を
い
っ
そ
う
拡
大
し
て
い
く
こ
と
、
絹
織
物
業
に
お
け
る「
力
織
機

奨
励
補
助
規
則
」
を
県
令
第
二
七
号
で
改
正
し
、
機
業
奨
励
の
補
助
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し「
小
機
業
者
保
護
」
を
打
ち
だ
し
た
こ
と
、「
家
畜
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家
禽
其
他
畜
産
物
」
の
奨
励
等
々
が
強
調
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
軍
事
救
護
法
の
実
施
に
関
し
て
、
こ
の
法
の
過
去
一
か
年
余
の
実
情
を
み
る
と
、
そ
の
適
用
に
い
ろ
い
ろ
不
備
が
あ
る
の
で
、
社
会
法
と

し
て
の
こ
の
法
の
趣
旨
の
理
解
を
徹
底
せ
し
め
る
こ
と
、「
衛
生
施
設
ノ
改
善
」
を
は
か
り
、「
国
民
保
健
ノ
実
績
」
を
あ
げ
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た

精
神
病
院
法
・
結
核
予
防
法
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
法
、
一
部
改
正
の
医
師
法
・
阿
片
法
の
も
と
に
、
衛
生
に
関
す
る
施
設
の
改
善
を
訴
え
て
い
た
こ

と
は
、
社
会
問
題
を
解
決
し
て
い
く
一
助
と
し
て
強
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
行
政
に
課
せ
ら
れ
る
役
割
は
大
き
く
変
わ
り
、
そ
の
範
囲
も
す
こ
ぶ
る
多
面
的
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
事
情

は
、
地
方
行
政
を
具
体
的
に
担
っ
て
い
る
市
町
村
の
自
主
的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
第
一次
大
戦
は
、

地
方
行
政
の
機
関
と
そ
の
構
成
員
が
、
も
は
や
「
牧
民
官
」
と
し
て
、
国
家
の
諸
政
策
を
推
進
す
る
パ
イ
プ
役
で
、
社
会
秩
序
を
監
視
す
る
だ
け
で

は
す
ま
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

第
五
節
　
民
力
涵
養
運
動

一　

民
力
涵
養
大
会

自
治
観
念
の
強
調

一九
一九
（
大
正
八
）
年
三
月
、
床
次
竹
二
郎
内
相
は
民
力
涵
養
計
画
に
つ
い
て
、
道
府
県
知
事
に
訓
示
を
発
し
た
。
そ
の

要
綱
は
、
一　
国
家
的
自
覚
―

立
国
ノ
大
義
、
国
体
ノ
精
華
、
健
全
ナ
ル
国
家
観
念
、
二
　
統
治
的
協
力
―

立
憲
ノ

思
想
、
自
治
ノ
観
念
、
精
神
的
協
力
、
公
共
心
ノ
涵
養
、
犠
牲
的
精
神
、
三
　
世
界
的
自
覚
―

世
界
ノ
大
勢
、
日
新
ノ
修
養
、
四
　
社
会
的
協
力
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